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今後の人□減少・高齢化に伴う医療ニーズの質・量

の変化や労働力人回の減少を見据えて、質の高い ュ
医療を効率的に提供できる体制の構築を目指しま

す。そのためには、地域医療構想の策定に合わせて、当センダーの将来の在り方・役割を十分に認

識して、行政や地元医師会と連携して市民の健康福祉の向上に取り組む必要があります。

◆回の市民公開講座では、健康で幸せな市民が集う「健幸都市」とそれを支える「病院」づくりにつ

いて、地域の自治体病院の経済効果を含めて、市民の皆様に広く理解を深めていただきたいと考

えています。
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安招淫地域の未来に向けての
「健華都市」と
鶏 留年 5月25日 巴

[会場]山鹿市民交流センダー

開 珈 3時30分 m演】1術 脳剣 1錦 GD 文 1ヒホ ー ル

ご挨拶 :山鹿市長 早 田 ‖贋―

14:10～ ■講演(20分 )

「まちづくりに向けた

当院のあり方」
山鹿市民医療センダー院長 石 ,可 隆 敏

14:35～ ■特別講演 I(40分 )

「公立病院が果たす
経済波及効果と医療政策」
宮崎産業経営大学 教授 サII島  秀 樹
(司会 :山鹿市民医療センダー院長 石河 隆敏)

鹿本医師会会長 幸 本寸 克 典    進行 :看護部長 松 本  不□美

15:20～ ■特別講演 Ⅱ(40分 )

「熊本大学の

改 革 に 向 け て 」

熊本大学学長 ′」` 川 1 久 雄
(司会 :病院事業管理者 月J府 透)

挨拶(御礼):病院事業管理者月」府 透

事前の申込不要

入場無料

i幹麟狩1壁1と
〒§61も593熊本県山鹿市山鹿511番地 電話(代表).096844-218も FAX 0968-4牛 2420‐ http:〃 yamaga medica卜 center Jp/
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